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【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ０ １ Ｄ 2 1 / 0 2 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｂ ０ １ Ｄ 2 1 / 2 4 　 　 　 Ｆ 　 　 　
　 Ｂ ０ １ Ｄ 2 1 / 3 0 　 　 　 Ｇ 　 　 　
　 Ｂ ０ １ Ｄ 2 1 / 3 0 　 　 　 Ｋ 　 　 　
　 Ｂ ０ １ Ｄ 2 1 / 0 1 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｂ ０ １ Ｄ 2 1 / 0 1 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 2 月 1 9 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 1 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 水 処 理 装 置 は 、 流 入 水 か ら 処 理 水 を 得 る 水 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 被 処 理 水 が 入 っ て い る 攪 拌 槽 と 、
　 前 記 被 処 理 水 が 流 通 す る 被 処 理 水 流 通 部 、 及 び 、 該 被 処 理 水 流 通 部 よ り も 高 い 位 置 に お  
い て 前 記 処 理 水 が 流 出 す る 処 理 水 流 出 部 を 少 な く と も 有 し 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 の 水 面  
下 に お い て 外 側 か ら 隔 て ら れ 、 固 形 物 を 沈 殿 さ せ る 沈 殿 室 と 、 を 備 え 、
　 前 記 流 入 水 が 前 記 攪 拌 槽 と 前 記 沈 殿 室 の 少 な く と も 一 方 に 流 入 し 、
　 前 記 処 理 水 が 前 記 処 理 水 流 出 部 か ら 前 記 攪 拌 槽 外 へ 流 出 し 、
　 前 記 沈 殿 室 を 通 る 垂 直 断 面 に お い て 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 が 前 記 沈 殿 室 の 外 側 を 循 環 す  
る よ う に さ れ 、
  前 記 水 処 理 装 置 は 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 へ の 散 気 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 に 入 っ て い  
る 攪 拌 翼 の 駆 動 、 及 び 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 に 含 ま れ る 微 生 物 か ら の 気 泡 、 の 少 な く と  
も 一 つ に よ り 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 を 前 記 垂 直 断 面 に お け る 前 記 沈 殿 室 の 外 側 に お い て  
循 環 さ せ る 攪 拌 手 段 を さ ら に 備 え る 、 態 様 を 有 す る 。
  ま た 、 本 発 明 の 水 処 理 装 置 は 、 流 入 水 か ら 処 理 水 を 得 る 水 処 理 装 置 で あ っ て 、
  被 処 理 水 が 入 っ て い る 攪 拌 槽 と 、
  前 記 被 処 理 水 が 流 通 す る 被 処 理 水 流 通 部 、 及 び 、 該 被 処 理 水 流 通 部 よ り も 高 い 位 置 に お  
い て 前 記 処 理 水 が 流 出 す る 処 理 水 流 出 部 を 少 な く と も 有 し 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 の 水 面  
下 に お い て 外 側 か ら 隔 て ら れ 、 固 形 物 を 沈 殿 さ せ る 沈 殿 室 と 、 を 備 え 、
  前 記 流 入 水 が 前 記 攪 拌 槽 と 前 記 沈 殿 室 の 少 な く と も 一 方 に 流 入 し 、
  前 記 処 理 水 が 前 記 処 理 水 流 出 部 か ら 前 記 攪 拌 槽 外 へ 流 出 し 、
  前 記 沈 殿 室 を 通 る 垂 直 断 面 に お い て 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 が 前 記 沈 殿 室 の 外 側 を 循 環 す  
る よ う に さ れ 、
  前 記 沈 殿 室 は 、 前 記 被 処 理 水 流 通 部 よ り も 高 く 前 記 処 理 水 流 出 部 よ り も 低 い 位 置 に お い  
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て 当 該 沈 殿 室 の 被 処 理 水 が 前 記 攪 拌 槽 に 流 出 す る 浮 遊 物 質 返 送 部 を 有 す る 、 態 様 を 有 す る  
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 入 水 か ら 処 理 水 を 得 る 水 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 被 処 理 水 が 入 っ て い る 攪 拌 槽 と 、
　 前 記 被 処 理 水 が 流 通 す る 被 処 理 水 流 通 部 、 及 び 、 該 被 処 理 水 流 通 部 よ り も 高 い 位 置 に お  
い て 前 記 処 理 水 が 流 出 す る 処 理 水 流 出 部 を 少 な く と も 有 し 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 の 水 面  
下 に お い て 外 側 か ら 隔 て ら れ 、 固 形 物 を 沈 殿 さ せ る 沈 殿 室 と 、 を 備 え 、
　 前 記 流 入 水 が 前 記 攪 拌 槽 と 前 記 沈 殿 室 の 少 な く と も 一 方 に 流 入 し 、
　 前 記 処 理 水 が 前 記 処 理 水 流 出 部 か ら 前 記 攪 拌 槽 外 へ 流 出 し 、
　 前 記 沈 殿 室 を 通 る 垂 直 断 面 に お い て 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 が 前 記 沈 殿 室 の 外 側 を 循 環 す  
る よ う に さ れ 、
  前 記 水 処 理 装 置 は 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 へ の 散 気 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 に 入 っ て い  
る 攪 拌 翼 の 駆 動 、 及 び 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 に 含 ま れ る 微 生 物 か ら の 気 泡 、 の 少 な く と  
も 一 つ に よ り 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 を 前 記 垂 直 断 面 に お け る 前 記 沈 殿 室 の 外 側 に お い て  
循 環 さ せ る 攪 拌 手 段 を さ ら に 備 え る 、 水 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 攪 拌 槽 内 に お い て 沈 殿 し た 固 形 物 と 、 前 記 沈 殿 室 内 に 存 在 す る 固 形 物 と 、 の 少 な く  
と も 一 方 を 前 記 攪 拌 槽 外 へ 排 出 す る 固 形 物 排 出 部 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 水 処 理 装 置  
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 形 物 排 出 部 の 流 路 を 開 閉 す る 固 形 物 流 路 開 閉 弁 と 、
　 前 記 沈 殿 室 内 と 前 記 攪 拌 槽 内 の 少 な く と も 一 方 の 被 処 理 水 の 浮 遊 物 質 濃 度 を 検 出 す る 濃  
度 検 出 部 と 、
　 該 濃 度 検 出 部 に よ り 検 出 さ れ た 浮 遊 物 質 濃 度 に 基 づ い て 前 記 固 形 物 流 路 開 閉 弁 を 動 作 さ  
せ る 固 形 物 排 出 制 御 部 と 、 を 備 え る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 水 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 処 理 水 流 出 部 の 流 路 を 開 閉 す る 処 理 水 流 路 開 閉 弁 と 、
　 前 記 沈 殿 室 内 と 前 記 攪 拌 槽 内 の 少 な く と も 一 方 の 被 処 理 水 の 浮 遊 物 質 濃 度 を 検 出 す る 濃  
度 検 出 部 と 、
　 該 濃 度 検 出 部 に よ り 検 出 さ れ た 浮 遊 物 質 濃 度 に 基 づ い て 前 記 処 理 水 流 路 開 閉 弁 を 動 作 さ  
せ る 処 理 水 流 出 制 御 部 と 、 を 備 え る 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 処 理  
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
  流 入 水 か ら 処 理 水 を 得 る 水 処 理 装 置 で あ っ て 、
  被 処 理 水 が 入 っ て い る 攪 拌 槽 と 、
  前 記 被 処 理 水 が 流 通 す る 被 処 理 水 流 通 部 、 及 び 、 該 被 処 理 水 流 通 部 よ り も 高 い 位 置 に お  
い て 前 記 処 理 水 が 流 出 す る 処 理 水 流 出 部 を 少 な く と も 有 し 、 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 の 水 面  
下 に お い て 外 側 か ら 隔 て ら れ 、 固 形 物 を 沈 殿 さ せ る 沈 殿 室 と 、 を 備 え 、
  前 記 流 入 水 が 前 記 攪 拌 槽 と 前 記 沈 殿 室 の 少 な く と も 一 方 に 流 入 し 、
  前 記 処 理 水 が 前 記 処 理 水 流 出 部 か ら 前 記 攪 拌 槽 外 へ 流 出 し 、
  前 記 沈 殿 室 を 通 る 垂 直 断 面 に お い て 前 記 攪 拌 槽 の 被 処 理 水 が 前 記 沈 殿 室 の 外 側 を 循 環 す  
る よ う に さ れ 、
　 前 記 沈 殿 室 は 、 前 記 被 処 理 水 流 通 部 よ り も 高 く 前 記 処 理 水 流 出 部 よ り も 低 い 位 置 に お い  
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て 当 該 沈 殿 室 の 被 処 理 水 が 前 記 攪 拌 槽 に 流 出 す る 浮 遊 物 質 返 送 部 を 有 す る 、 水 処 理 装 置 。
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